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立
教
百
八
十
五
年
の
新
春

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
病
に
よ
り
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
取
れ
な

い
中
で
し
た
が
、
個
々
に
た
す
け
一
条
の
上
に
お
勤
め
頂
き
、
誠
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。

本
年
五
月
二
十
二
日
に
勤
め
さ
せ
て
頂
く
、
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
、
七
代

会
長
就
任
奉
告
祭
に
向
け
て
、
活
動
方
針
、
実
動
項
目
を
心
定
め
、
仕
切
っ
て
歩

ま
せ
て
頂
い
て
参
り
ま
し
た
が
。
い
よ
い
よ
そ
の
年
を
迎
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

道
の
上
に
、
世
界
の
上
に
、
個
々
の
身
の
上
に
、
様
々
な
節
を
お
見
せ
頂
い
て

居
り
ま
す
が
、
全
て
は
、
子
供
可
愛
い
そ
れ
故
に
、
一
列
人
間
を
た
す
け
、
陽
気

ぐ
ら
し
世
界
へ
と
お
導
き
下
さ
れ
る
、
篤
い
親
心
の
現
れ
で
あ
り
ま
す
。

元
初
め
だ
し
以
来
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
な
く
私
達
を
お
見
守
り
下
さ
れ
、
御
守
護
下
さ
れ
て
い
る
親

神
様
の
親
心
に
添
え
る
よ
う
、
初
代
先
人
達
が
、
教
祖
ひ
な
が
た
の
道
を
頼
り
に
、
教
え
に
基
づ
く
生
き
方
を

心
掛
け
、
た
す
け
一
条
に
励
ま
れ
た
道
に
、
更
な
る
実
を
積
み
重
ね
さ
せ
て
頂
け
る
よ
う
、
本
年
も
皆
様
方
の

更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
、
共
々
に
一
手
一
に
勇
ん
で
、
ぢ
ば
に
つ
く
し
運
び
、
ご
恩
報
じ
の
道
を
邁
進
さ
せ

て
頂
き
、
記
念
祭
・
奉
告
祭
が
意
義
あ
る
節
と
な
る
よ
う
、
歩
ま
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

立
教
百
八
十
五
年

元
旦

繁
藤
大
教
会
長

坂

本

照

仁



- 2 -

2022年 １月 繁藤月報 第８２2号

【立
教
百
八
十
四
年
十
二
月
月
次
祭

祭
文
】

こ
れ
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す
親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
、
天
理
教
繁
籐
大
教
会
長

坂
本
照
仁
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

親
神
様
に
は
、
は
し
ら
さ
い
し
い
か
り
い
れ
た
事
な
ら
ば
こ
の
よ
た
し
か
に
を
さ
ま
り
が
つく
、
と

人
間
宿
し
込
み
の
ぢ
ば
に
そ
の
証
拠
と
し
て
か
ん
ろ
だ
い
を
建
設
す
る
な
ら
ば
、
世
界
が
治
ま
り

陽
気
ぐ
ら
し
の
世
界
に
立
て
替
って
く
る
と
思
召
、
た
す
け
一
条
の
道
を
教
え
下
さ
れ
、
ひ
た
す

ら
に
成
人
を
お
導
き
下
さ
い
ま
す
親
心
の
程
は
誠
に
有
難
い
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
共
は
及
ば
ぬ
な
が
ら
も
教
え
に
基
づ
く
生
き
方
を
心
掛
け
、
思
召
に
添
い
切
る
よ
う
日
々
御

恩
報
じ
を
念
じ
て
ひ
の
き
し
ん
に
励
ま
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。
そ
の
中
に
も
今
日
の
吉
日
は
早

く
も
納
め
の
十
二
月
の
月
の
月
次
祭
を
執
り
行
う
日
柄
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
只
今
か
ら
参
来

集
う
人
々
と
共
に
、
お
つと
め
奉
仕
者
一
同
一
手
一
つに
座
り
づ
と
め
・て
を
ど
り
を
陽
気
に
勇
ん

で
つと
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
何
卒
親
神
様
に
も
こ
の
真
実
を
お
受
取
り
下
さ
い
ま
し
て
、
世
界

た
す
け
の
よ
う
ぼ
く
と
し
て
お
使
い
頂
き
、
よ
ろ
づ
た
す
け
の
上
に
は
心
通
り
の
御
守
護
を
お
見

せ
頂
き
、
お
連
れ
通
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
私
共
一
同
は
、
年
頭
に
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
・七
代
会
長
就
任
奉
告
祭
に
向
け

て
、
信
仰
の
元
一
日
に
立
ち
返
え
ろ
う
。
活
動
方
針
、
人
々
の
た
す
か
り
を
願
い
陽
気
ぐ
ら
し
の

輪
を
広
げ
よ
う
。
実
動
項
目
、
お
つと
め
・朝
夕
に
神
様
に
手
を
合
わ
せ
よ
う
。
に
を
い
が
け
お
た

す
け
・悩
め
る
人
に
耳
を
傾
け
寄
り
添
う
。
陽
気
ぐ
ら
し
の
実
践
・親
孝
行
夫
婦
仲
良
く
陽
気

ぐ
ら
し
、
を
心
定
め
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
道
の
上
に
は
お
目
標
様
の
お
戻
り
、

世
界
の
上
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・自
然
災
害
等
、
個
々
の
上
に
は
、
身
上
・事
情
と
様
々
な
節
を

お
見
せ
下
さ
れ
、
心
の
掃
除
を
お
急
き
込
み
頂
き
、
成
人
へと
お
導
き
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
も
、
一
れ
つの
人
間
を
た
す
け
て
や
り
た
い
一
条
の
親
心
を
以
って
お
見
守
り
下
さ
れ
、

大
難
は
小
難
に
、
小
難
は
無
難
に
と
お
連
れ
通
り
下
さ
い
ま
し
た
親
神
様
の
深
く
厚
い
親
心
の

程
は
誠
に
有
難
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
一
年
に
お
見
せ
頂
い
た
節
を
顧
み
て
、
節
か
ら
芽
が

出
る
と
教
え
頂
い
て
居
り
ま
す
よ
う
に
、
来
た
る
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
・七
代
会
長
就

任
奉
告
祭
が
旬
の
理
と
な
る
よ
う
一
段
と
心
を
引
き
締
め
、
真
実
の
種
を
蒔
か
せ
て
頂
け
る
よ

う
努
力
を
重
ね
、
た
す
け
一
条
に
一
層
勇
ん
で
つと
め
切
ら
せ
て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
親
神
様
に
も
こ
の
心
定
め
を
も
お
受
取
り
下
さ
い
ま
し
て
、
人
々
の
心
を
澄
み
切
ら
せ
、

親
神
様
の
御
理
に
目
醒
め
て
、
や
が
て
は
世
界
一
れ
つ兄
弟
、
互
い
に
扶
け
合
い
睦
び
交
わ
す
陽

気
ぐ
ら
し
の
世
界
へと
立
て
替
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
導
き
の
程
を
一
同
と
共
に
慎
ん
で
御
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

《
繁
藤
大
教
会
立
教
百
八
十
四
年
十
二
月
月
次
祭
祭
典
役
割
》

祭

主

大

教

会

長

安

部

道

郎

指

図

方

藤

田

憲

明

伊

藤

正

福

扈

者

佐

藤

栄

治

秋

月

真

一

郎

扈

者

田

村

久

徳

立

花

真

一

郎

賛

者

空

閑

一

教

佐

々

木

恵

賛

者

佐

々

木

恵

佐

藤

成

彦

座

り

づ

と

め

て
を
ど
り
前
半

て
を
ど
り
後
半

大

教

会

長

空

閑

一

教

佐

々

木

恵

男

為

田

紀

久

男

田

村

聡

佐

佐

藤

成

彦

田

村

辰

久

藤

田

一

憲

空

閑

一

将

大
教
会
長
夫
人

宮

田

ま

ゆ

み

為

田

賢

子

女

黒

石

伸

子

佐

藤

文

代

空

閑

都

空

閑

さ

と

の

坂

本

喜

子

佐

藤

明

子

坂

本

久

徳

宇

山

基

紀

田

村

省

悟

地

方

田

村

久

徳

土

居

道

久

黒

河

明

大

村

上

英

士

空

閑

慶

吾

宮

田

教

一

笛

宮

田

孝

道

田

村

省

悟

空

閑

慶

吾

チ
ャ
ン
ポ
ン

為

田

基

紀

村

上

由

高

土

居

道

久

拍

子

木

坂

本

輝

男

安

部

道

郎

秋

月

真

一

郎

太

鼓

藤

田

憲

明

黒

河

明

大

立

花

真

一

郎

す

り

が

ね

佐

藤

節

幸

伊

藤

正

福

村

上

由

高

小

鼓

佐

藤

栄

治

宮

田

教

一

前

田

豊

琴

佐

藤

順

子

安

岡

美

和

子

田

村

睦

美

三

味

線

坂

本

好

恵

村

上

美

栄

子

武

市

ま

ち

子

胡

弓

藤

田

洋

美

大

亀

満

壽

子

秋

月

孝

子

神

殿

講

話

村

上

英

士

八足出し
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【
五
季
づ
と
め
】

一
月
は
五
季
づ
と
め
の
月
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
通
り
上
級
を

通
じ
て
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
五
季
づ
と
め

三
、
五
〇
〇
円

【
立
教
百
八
十
五
年
三
日
講
習
会
開
催
に
つ
い
て
】

現
在
三
日
講
習
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
出

来
得
る
限
り
の
感
染
予
防
策
を
講
じ
て
、
三
十
六
名
を
定
員
に
開
催
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
立
教
百
八
十
五
年
の
開
催
に
つ
い
て
も
、
大
勢

の
受
講
者
を
集
め
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
立
教
百
八
十
五
年
は
、
こ
れ
ま
で
三
日
講
習
会
Ⅰ
、
Ⅱ
を

受
講
し
、
未
だ
次
の
受
講
を
さ
れ
て
い
な
い
方
々
を
対
象
に
、
引
き
続

き
三
十
六
名
を
定
員
に
三
日
講
習
会
Ⅱ
、
Ⅲ
の
み
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

立
教
百
八
十
五
年
三
日
講
習
会
開
催
日
程
は
左
記
の
通
り
で
す
。

▽
三
日
講
習
会
Ⅱ

三

月
十
六
日
（
水
）
～
十
八
日
（
金
）

五

月

六

日
（
金
）
～

八

日
（
日
）

七

月

一

日
（
金
）
～

三

日
（
日
）

八

月
十
八
日
（
木
）
～
二
十
日
（
土
）

九

月

二

日
（
金
）
～

四

日
（
日
）

十
一
月

四

日
（
金
）
～

六

日
（
日
）

▽
三
日
講
習
会
Ⅲ

二

月
四
日
（
金
）
～

六
日
（
日
）

四

月
一
日
（
金
）
～

三
日
（
日
）

六

月
三
日
（
金
）
～

五
日
（
日
）

十

月
四
日
（
火
）
～

六
日
（
木
）

十
二
月
二
日
（
金
）
～

四
日
（
日
）

【
神
殿
講
話
】

（

一

月

）

大

教

会

長

様

【
修
養
科
生
並
び
に
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者
講
話
】

（

一

月

）

宮

田

孝

道

【
教
会
長
神
殿
当
番
】

（

一

月

）

奈
井
江
・
胆

沢
・
紋

湧

（

二

月

）

細

島
・
日
之
富
・
大
豊
田

【
詰
所
教
養
掛
】

（

一

月

）

立

花

真
一
郎

（

二

月

）

田

村

聡

佐

【
詰
所
事
務
掛
】

（

一

月

）

坂

井

博

文

（

二

月

）

村

上

由

高

【
ひ
の
き
し
ん
】

○
婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

一
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
（

未

定

）

○
本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん

三
月
十
六
日
～
三
十
一
日

高

杉

分
教
会

七
月
一
日
～
十
五
日

紋

膽

分
教
会
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【
少
年
会
】

「
第
四
十
期
生
・
研
修
員
募
集
」

少
年
会
本
部
で
は
、
お
ぢ
ば
で
の
研
修
を
通
し
将
来
各
地
の
教
会
に
於
い

て
少
年
会
活
動
を
活
発
に
行
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
研
修
員
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
、
少
年
会
団
長
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
学
生
会
】

来
年
三
月
に
行
わ
れ
ま
す
「
学
生
生
徒
修
養
会
大
学
の
部
」
は
、
今
回
、

三
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
と
、
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
二
回
に
分
け
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
対
象
は
、
大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
専
門
学
校
・
高
等

専
門
学
校
四
年
生
以
上
に
在
学
し
て
い
る
方
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
丹
精
の
一
助

と
し
て
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
対
象
に
な
り
ま
す
学
生
さ
ん
に
お
声
掛

け
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
っ
て
は
開
催
中
止
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
申
込
み
は
、
大
教
会
（
為
田
）
ま
で
。

【
詰
所
よ
り
】

詰
所
で
の
宿
泊
に
つ
て
三
十
名
を
上
限
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
月
よ
り

事
前
に
詰
所
へ
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
へ
の
宿
泊
を
可
能
と
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
宿
泊
の
予
約
状
況
や
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
受

け
入
れ
が
で
き
か
ね
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
早
め

に
宿
泊
希
望
の
旨
を
詰
所
ま
で
必
ず
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
教
会
長
資
格
検
定
講
習
会
（
十
二
月
）】

長
濱
町

中

村

隆

之

【
教
人
登
録
】

本

山

宮

田

智

世

垣

生

田

村

庫

治

【
を
び
や
】

二

件

【
基
礎
講
座
お
や
さ
と
会
場
運
の
営
変
更
に
つ
い
て
】

立
教
百
八
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
、
平
日
（
月
～
金
）
の
講
座
受
講
が
予

約
制
と
な
り
ま
す
。
受
講
予
定
日
の
前
日
正
午
ま
で
に
電
話
も
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
お
よ
び
本
部
月
次
祭
と
教
祖
誕
生
祭
前
後
は
従
来
通
り
の
開
催
と

な
り
ま
す
が
、
準
備
の
都
合
上
、
で
き
る
だ
け
予
約
を
お
願
い
し
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

《
基
礎
講
座
お
や
さ
と
会
場
開
催
日
程
》

○
平
日
（
立
教
百
八
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
予
約
制
）

時

分

13

30

○
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

時

分

時

分

9

30

13

30

○
毎
月
二
十
六
日
（
一
月
・
十
月
を
除
く
）

時

分

13

30

二
十
五
日
・
二
十
七
日

時

分

時

分

9

30

13

30

○
一
月
二
十
六
日

時

分

9

30

○
十
月
二
十
六
日

時

分

13

30

○
四
月
十
八
日

時

分

14

30

○
四
月
十
七
・
十
九
日

時

分

時

分

9

30

13

30

※
十
二
月
二
十
八
日
～
一
月
四
日

休

講

【
本
部
月
次
祭
昇
殿
参
拝
に
つ
い
て
】

本
部
月
次
祭
に
は
、
現
在
、
各
大
教
会
に
割
り
当
て
ら
れ
た
人
数
の
み
昇

殿
参
拝
を
さ
せ
て
頂
く
事
が
で
き
ま
す
。
本
年
三
月
ま
で
の
間
、
繁
藤
と
し

て
の
割
り
当
て
は
各
月
二
十
名
で
す
。
部
内
教
会
ご
と
に
割
り
当
て
は
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
昇
殿
参
拝
を
希
望
さ
れ
る
方
は
大
教
会
坂
本
久
徳
（
携
帯

０
８
０
ー
３
９
２
０
ー
１
８
１
７
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
先
着
二
十
名
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
二
十
名
を
超
え
る
場
合
は
、
今
ま
で
の
状
況
を
考
慮

し
て
調
整
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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〜

補
筆

〜

【
二
代
会
長
時
代
に
設
立
さ
れ
た
教
会
】

彦
島
（M
45.6.8

）

伊
予
楠
（
の
ち
の
生
安
・T2.2.7

）

奈
井
江
（T2.9.5

）

種
崎
（T5.6.17

）

紋
別
（T6.7.29

）

添
田
（T7.11.2

）

伊
岐
須
（
の
ち
の
繁
金
・T8.5.15

）

飯
武
（T8.10.5

）

城
幡
（T8.10.24

）

方
城
（T10.2.2

）

板
櫃
（T10.4.9

）

冨
久
地
（T10.4.25

）

高
関
（
の
ち
の
繁
山
・T11.3.

）

髙
阪
（T11.10.5

）

27

最
寄
（T12.1.11

）

實
弥
原
（T13.4.29

）

小
満
津
（
の
ち
の
空
心
・T14.2.4

）

新
居
浜
（T14.3.13

）

武
富
士
（T14.3.30

）

本
訓
（T14.5.15

）

中
山
香
（T14.6.25

）

矢
井
賀
（T14.9.5

）

十
知
（T14.9.5

）

佐
岡
（T14.10.24

）

種
忠
（T14.12.11

）

種
孝
（T14.12.11

）

〜

想

〜

前
号
に
記
載
し
ま
し
た
が
、
照
吉
二
代
会
長
の
少
年
期
の
こ
ろ
、
教
会

は
貧
の
谷
底
の
道
中
で
し
た
。
日
々
の
お
供
え
す
る
御
洗
米
に
も
事
欠
き
、

少
年
だ
っ
た
照
吉
氏
は
郵
便
配
達
夫
を
つ
と
め
て
家
計
を
た
す
け
ま
し

た
。
初
代
奥
様
は
か
つ
て
は
雇
い
人
等
と
と
も
に
楽
し
く
陽
気
に
働
い
た

田
地
に
、
今
日
は
一
介
の
日
雇
い
人
と
な
り
、
そ
の
日
の
糧
を
求
め
、
外

出
の
と
き
な
ど
は
い
つ
も
借
り
着
し
て
行
か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
代
会
長
は

青
年
時
代
に
北
海
道
へ
布
教
に
出
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
二
十
四
歳
く

ら
い
で
北
海
道
に
渡
り
、
紋
別
地
方
を
中
心
に
、
お
さ
づ
け
人
及
び
教
導

エ
ピ
ソ
ー
ド
⑦

「

照
吉
二
代
会
長

」

【
繁
藤
大
教
会
二
代
会
長
・
坂
本
照
吉
】

明
治
十
四
年

6
.1
1

繁
藤
字
秋
ノ
谷
に
て
出
生

明
治
三
十
四
年

1
2
.1
2

お
さ
づ
け
の
理
拝
戴

明
治
三
十
三
年
四
月

髙
知
分
教
会
青
年
づ
と
め
（
二
年
間
）

明
治
三
十
五
年
五
月

高
知
に
て
布
教
（
半
年
間
）

明
治
三
十
八
年

北
海
道
布
教
に
赴
く
（
紋
別
）

明
治
三
十
九
年

種
崎
（
三
里
村
）
で
布
教
を
は
じ
め
る

明
治
四
十
一
年

亀
と
結
婚
（
伊
野
の
片
岡
家
よ
り
嫁
ぐ
）

明
治
四
十
二
年

3
.2
5

豊
養
宣
教
所
長
拝
命
（
二
代
）

明
治
四
十
五
年

6
.2
8

繁
藤
分
教
会
二
代
会
長
の
お
許
し
（3

1

歳
）

大
正
十
一
年

1
0
.2
9

教
区
主
事

大
正
十
五
年

1
1
.6

四
十
六
歳
で
出
直
し

同
日

髙
知
大
教
会
役
員
拝
命

［
二
代
会
長
の
兄
弟
姉
妹
］

長
男
・
照
吉

坂
本
徳
太
郎
・
八
重
の
長
男
と
し
て
出
生

次
男
・
登

幡
多
分
教
会
の
柿
谷
家
に
婿
養
子
へ

長
女
・
繁
於

岡
田
重
勅
を
婿
養
子
に
迎
え
る
（
元
小
学
校
校
長
）

次
女
・
照
尾

土
井
家
へ
嫁
ぐ

三
女
・
奈
良
恵

木
下
家
へ
嫁
ぐ

四
女
・
奈
良
於

町
田
家
へ
嫁
ぐ

三
男
・
道
久

浜
田
家
の
養
子
と
な
る
。
繁
藤
大
教
会
三
代
会
長

vol .７
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職
者
を
ま
と
め
、
繁
藤
支
教
会
紋
別
組
合
を
結
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名

簿
に
は
、
本
山
か
ら
布
教
に
出
て
い
た
筒
井
氏
や
川
井
氏
を
は
じ
め
、
田

中
氏
や
見
崎
氏
等
が
名
前
を
連
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
高
知
に
戻
っ
て

か
ら
は
、
種
崎
に
も
布
教
に
出
ら
れ
て
い
ま
す
。

照
吉
二
代
会
長
の
会
長
在
職
は
十
五
年
で
し
た
。
初
代
会
長
に
く
ら
べ
、

二
代
会
長
時
代
は
残
さ
れ
た
資
料
等
が
少
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
も
主
な
事
柄
に
、
会
長
に
な
る
前
に
幾
度
も
布
教
に
出
ら
れ
て
い

た
こ
と
、
当
時
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
北
海
道
の
信
者
さ
ん
た
ち
を
ま
と
め

あ
げ
た
こ
と
、
ま
た
十
五
年
の
在
職
中
に
二
十
六
ヶ
所
も
の
教
会
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
二
代
会
長
時
代
を
振
り
返
る
と
、
初
代

に
続
き
、
苦
労
の
中
を
通
っ
て
く
だ
さ
っ
た
道
が
あ
り
、
そ
の
上
に
今
の

結
構
な
繁
藤
の
姿
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
二
代
会
長
が
残
し
た
お
話
は
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
中
で
私
が
心
に
残
っ
た
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
三
十
年
祭
に
つ
け
て
の
心
得
（
抜
粋
）】

ほ
こ
り
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
方
、
ち
が
え
ば
不
足
不
満
で
通
ら

さ
せ
て
は
ど
う
も
な
ら
ん
。
一
家
内
々
に
し
ま
し
て
も
、
以
前
よ
り
信
仰

さ
せ
て
も
ら
う
中
に
も
、
種
々
の
ほ
こ
り
を
つ
ん
で
お
る
ゆ
え
、
一
人
が

何
で
も
と
こ
の
節
よ
り
勇
ん
で
ゆ
け
ば
理
を
ふ
く
。
反
す
れ
ば
悪
し
き
芽

が
ふ
く
。
善
き
道
を
通
れ
ば
安
心
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の

節
を
切
ら
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
三
つ
身
に
つ
く
「
つ
な
ぎ
」
を
守
ら
し

て
ゆ
き
ま
し
た
な
れ
ば
、
一
家
が
結
構
に
つ
な
が
れ
て
し
ま
う
結
果
に
な

り
ま
す
し
、
み
が
き
の
上
に
み
が
き
て
通
り
ま
す
れ
ば
、
大
難
は
小
難
と

い
う
よ
う
に
、
運
の
な
き
人
は
運
が
開
き
、
理
の
な
い
人
に
理
が
出
来
て

く
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
れ
ば
、
結
構
極
楽
の
道

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
わ
か
る
。
徳
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
り
ま
す
。

（
小
林
林
太
郎
宅
に
て
・
大
正
四
年
十
二
月
二
十
一
日
）

二代会長夫人 亀

二代会長 坂本照吉

大正 12年 1月 16日春 季 大 祭 の 時 に
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立 教 百 八 十 四 年 活 動 方 針

創 立 百 三 十 周 年 記 念 祭 ・ 七 代 会 長 就 任 奉 告 祭 に 向 け て

《信仰の元一日に立ち返ろう》
活 動 方 針
（ 三 年 間 を 通 じ ）

『 人 々 の た す か り を 願 い 、
陽 気 ぐ ら し の 輪 を 広 げ よ う 』

実 働 項 目

●おつとめ
・朝夕に神様に手をあわせよう

●にをいがけ・おたすけ
・悩める人に耳を傾け、寄り添う

●陽気ぐらしの実践
・親孝行、夫婦仲良く、陽気ぐらし

三 年 千 日 活 動

・本部月次祭に参拝し、おぢばの理を戴こう

・毎月二十六日朝、本部回廊拭きひのきしんの実施

・ブロック活動

にをいがけ、ひのきしん、バザ－、物々交換、

お楽しみ行事を通じて、友だちを誘い参加し

てもらおう

2022年 １月 繁藤月報 第８２2号




